




●八竜地区の申告会場はすべて「八竜農村環境改善センター」で行います。「浜口公民館」では行いませんのでご了
承願います。

●「すいらんの館」「金陵の館」は８時20分頃開館します。開館時間に合わせておいでくださるようお願いします。
●申告日程終盤は非常に混雑しますので、出来るだけお住まいの地区の指定日においでください。都合の悪い場合は、他の地区
の指定日でも申告できます。（旧町に係わらず、どの会場でも申告できます。）
●税務課及び各総合支所地域振興係窓口では申告相談を行っておりませんので、ご用のある方はいずれかの会場にお越しください。

◆申告についての問合せは　☎85－4828　税務課　賦課係まで

受付時間　午前９時00分から午後３時30分まで

区　分
琴　丘　地　域 山　本　地　域 八　竜　地　域

対　象　地　区 会　場 対　象　地　区 会　場 対　象　地　区 会　場

２月５日 金 小新沢・羽立・上新屋
敷・勝平 琴丘総合支所 不動田・中野 すいらんの館

２月８日 月 柏木岱・小出・小又口・
落合・塚ノ岱 琴丘総合支所 小町・谷地ノ沢・外の沢 すいらんの館

２月９日 火 入通・増浦・神馬沢・
鰄渕・砂子沢・二本杉 琴丘総合支所 向達子・蛭沢・増沢 すいらんの館

２月10日 水 天瀬川・市野・種沢 琴丘総合支所 長面 すいらんの館

２月12日 金 達子・館の下・宮の目 すいらんの館 芦崎・大谷地・追泊 八竜改善センター

２月15日 月 小谷沢・川代・内鯉川・
浜鯉川 琴丘総合支所 芦崎・大谷地・追泊 八竜改善センター

２月16日 火 泉沢・長信田・牡丹 琴丘総合支所 大口・釜谷 八竜改善センター

２月17日 水 外岡・割道・志戸橋野 金 陵 の 館 大口・釜谷 八竜改善センター

２月18日 木 志戸橋 金 陵 の 館 浜田 八竜改善センター

２月19日 金 豊岡 金 陵 の 館 浜田 八竜改善センター

２月22日 月 高屋敷・中村・羽根川・
千刈田 琴丘総合支所 羽立・根岸・金光寺野 金 陵 の 館

２月23日 火 新屋敷 琴丘総合支所 藤木台・金光寺 金 陵 の 館

２月24日 水 新田・中嶋・黒瀬・逆川 金 陵 の 館 安戸六・川尻・久米岡 八竜改善センター

２月25日 木 深浜・新町・猿田 琴丘総合支所 鵜川 八竜改善センター

２月26日 金 槻田・和田 山本総合支所 鵜川・富岡 八竜改善センター

２月29日 月 中沢・東二本柳・２次・
３次ゆうタウン 琴丘総合支所 泉八日・昼寝・横長根 山本総合支所

３月１日 火 館村・八幡越・川藤 琴丘総合支所 温泉・木戸沢・上台・
石倉沢 山本総合支所

３月２日 水 山谷 琴丘総合支所 林崎 山本総合支所

３月３日 木

３月４日 金 二ツ森・牛沢・山口 山本総合支所 富岡・鵜の巣・十八坂・
餅の沢・飯塚 八竜改善センター

３月６日 日 平日申告できない方 琴丘総合支所 平日申告できない方 山本総合支所

３月７日 月 鹿南 琴丘総合支所 大町 山本総合支所

３月８日 火 鹿中 琴丘総合支所 大曲・萱刈沢 八竜改善センター

３月９日 水 寒城・飛塚・大町 山本総合支所 大曲・萱刈沢 八竜改善センター

３月10日 木 鹿北 琴丘総合支所 上記で申告できなかった方 八竜改善センター

３月11日 金 全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　（八竜改善センター）

３月13日 日 全　　地　　区　　対　　象　　　　平日申告できない方　　　　　　　（八竜改善センター）

３月14日 月 全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　（八竜改善センター）

３月15日 火 全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　（八竜改善センター）

平成28年度　 町県民税・所得税申告相談日程
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飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
11月中 H27累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数　 １件 ８件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ２件
全県市町村順位（25市町村中）24位（前月24位）→

飲酒運転は絶対やめましょう！

土
壌
消
毒
剤
等
購
入
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援
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補
助
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申
請

は
お
済
で
す
か
？

税
務
課
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納
期
限
の
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知
ら
せ

◎
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
（
第
５
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２
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日
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納
期
限
で
す

※
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座
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方
は
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を
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す

◆
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務
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賦
課
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
８

　廃車手続きをしないまま処分した軽自動車等はありませ
んか。自分では処分したつもりでも、届け出がないものは
いつまでも課税されてしまいます。
　軽自動車税は４月１日現在の所有者に課税されますの
で、３月31日までに廃車手続きをしましょう。

３月31日までに廃車の手続きを！
軽自動車等は

役場で手続きする車種 能代山本自家用自動車協会で
手続きする車種

●50㏄～125㏄の原動機
付自転車

●小型特殊車両（トラク
ター等）

※ナンバーと印鑑をご持参く
ださい。

※ナンバー紛失の場合は弁償
金200円がかかります。

●125㏄を超える軽二輪・
小型二輪

●四輪軽自動車（軽トラッ
ク等）

※必要書類は能代山本自家用
自動車協会（☎0185̶52̶
3383）にご確認ください。
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。

土
壌
消
毒
剤
購
入
補
助

　

み
ょ
う
が　

３
分
の
１

　

た
ば
こ　

２
分
の
１

《
必
要
な
も
の
》
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又
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書
、
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《
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で

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
交
付
金
を
受
け

取
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こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
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農
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☎
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５
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４
８
２
６

◆問い合わせ先　税務課　賦課係　☎85－4828

　

11
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
第
48
回
秋
田
県
更

生
保
護
大
会
の
席
上
に
お
い
て
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
保
護

司
と
し
て
更
生
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護
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
多
大
な
功
績
が
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め
ら
れ
今
回
の
表

彰
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
今
後
も
更
生
保
護
活
動
に
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。
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全
国
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司
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秋
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保
護
観
察
所
長
表
彰

　
　
　
　

牧　

野　

三
千
雄

　

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

　
　
　
　

金　

子　

孝　

藏法務大臣表彰を受賞した髙松正嗣さん

平
成
27
年
度

保
護
司
関
係
表
彰
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住　 宅　 名 萱刈沢住宅（八竜地域）
所 在 地 鵜川字帆出山の上16
構造及び間取り 木造平屋建て３K（62.70㎡）
募 集 戸 数 １戸　昭和59年度完成
予 定 家 賃 11,900円～17,700円
敷 金 家賃の３ヶ月分
住　 宅　 名 新八竜住宅（八竜地域）
所 在 地 浜田字大平10
構造及び間取り 木造平屋建て３LDK（75.30㎡）
募 集 戸 数 １戸　平成２年度完成
予 定 家 賃 15,400円～25,200円
敷 金 家賃の３ヶ月分
住　 宅　 名 新八竜住宅（八竜地域）
所 在 地 浜田字大平10
構造及び間取り 木造２階建て３LDK（74.50㎡）
募 集 戸 数 １戸　平成３年度完成
予 定 家 賃 15,200円～22,600円
敷 金 家賃の３ヶ月分
住　 宅　 名 赤沼住宅（八竜地域）
所 在 地 浜田字福沢10
構造及び間取り 木造２階建て３LDK（74.50㎡）
募 集 戸 数 ２戸　平成元年度完成
予 定 家 賃 14,100円～21,000円
敷 金 家賃の３ヶ月分

・
受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

ま
で
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は

受
付
け
し
ま
せ
ん
）

 

４ 

選
考
方
法

　

申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困
窮
の

度
合
い
の
実
情
を
調
査
し
、
募
集
戸
数

を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公

開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま

す
。

 

抽
選
予
定
日　
 

２
月
３
日

 

入
居
予
定 　

２
月
17
日

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎
８
５
―
４
８
２
０

　

琴
丘
総
合
支
所　

地
域
整
備
係

　

☎
８
７
―
２
１
１
４

　

山
本
総
合
支
所　

地
域
整
備
係　

　

☎
８
３
―
２
１
１
３

 

１ 

入
居
者
の
資
格

①
入
居
の
申
込
み
し
た
日
に
お
い
て
、

収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る
持

ち
家
等
が
な
い
こ
と
。

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と
。

　

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

 

２ 

申
込
方
法 

　

入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
及
び
各
総

合
支
所
の
地
域
整
備
係
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

　

入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て

建
設
課
又
は
各
総
合
支
所
の
地
域
整
備

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

３ 

申
込
期
間

　

１
月
４
日
〜
１
月
20
日
ま
で

・
期
限
厳
守

・
申
込
み
締
切
日
時
点
で
書
類
の
そ

ろ
っ
て
い
な
い
方
は
失
格
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

＊募集住宅の概要

広報 みたね
mitane town

15



保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保健センター
☎83－5555

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
使
え
る  

が
ん
検
診

高
血
圧
予
防
教
室

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

　

町
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
５
月
に
左
記
の
年
齢
の
方
へ
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
、
３
月
１
日
で
す
。
期
限
内
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、ク
ー

ポ
ン
券
を
無
く
さ
れ
た
方
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

三
種
町
の
高
血
圧
症
薬
の
服
用
割
合
は
、
３
年
連
続
県
内
第
２

位
と
高
い
状
況
で
す
。

　

高
血
圧
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
進
行
し
、
放
っ

て
お
く
と
、
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
動
脈
硬
化
が
進
む
と
、
さ
ら

に
血
圧
が
高
く
な
る
と
言
う
悪
循
環
に
陥
り
、
命
に
か
か
わ
る
病

気
（
脳
卒
中
、
心
臓
病
）
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
健
康
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
生
活
習
慣
を

見
直
す
た
め
の
教
室
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎無料クーポン券検診の対象となる年齢

年齢 生　　年　　月　　日 胃がん 大腸
がん

子　宮
頸がん 乳がん

20歳 平成６年４月２日～平成７年４月１日生 ○
25歳 平成元年４月２日～平成２年４月１日生 △
30歳 昭和59年４月２日～昭和60年４月１日生 △
35歳 昭和54年４月２日～昭和55年４月１日生 △
40歳 昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生 ○ ○ △ ○
45歳 昭和44年４月２日～昭和45年４月１日生 ○ △
50歳 昭和39年４月２日～昭和40年４月１日生 ○ ○ △
55歳 昭和34年４月２日～昭和35年４月１日生 ○ △
60歳 昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生 ○ △
22歳 平成４年４月２日～平成５年４月１日生 □
27歳 昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生 □
32歳 昭和57年４月２日～昭和58年４月１日生 □
37歳 昭和52年４月２日～昭和53年４月１日生 □
42歳 昭和47年４月２日～昭和48年４月１日生 □
47歳 昭和42年４月２日～昭和43年４月１日生 □
52歳 昭和37年４月２日～昭和38年４月１日生 □
57歳 昭和32年４月２日～昭和33年４月１日生 □

〈年齢は平成27年４月1日現在〉

◎利用できる医療機関　電話予約が必要です。クーポン券検診とお話ください。
医　療　機　関　名 電　話　番　号

能代厚生医療センター　健診センター 52－3111（代表）
JCHO秋田病院　健康管理センター 52－3271（代表）

＊子宮頸がん検診については、上記医療機関の他、県内の検診医療機関でも利用でき
ます。（クーポン券送付時に検診医療機関一覧を同封していますのでご確認ください。）

＊子宮頸がん・乳がん検診の対象者について＊
　○　印・・対象年齢すべての方が対象となります。
　△□印・・ 過去5年度（平成22～26年度）に町の検診を受けていない方
　　　　　　（集団検診の他、人間ドックや医療機関方式の助成を受けていない方）

◆申し込み締切：１月12日　　　◆申し込み・問い合わせ先　保健センター　☎83－5555

【講話編】
　●と　き：１月19日（火）　●ところ：八竜改善センター
　●講　話：『高血圧予防について』
　●講　師：柳谷内科クリニック　院長　柳谷　直樹 先生
　●定　員：60名

日　時
１月26日（火） ２月３日（水 ) ２月８日（月）

午前 10時～午後２時 30分

会　場 琴丘地域拠点セン
ター（じょもん） 八竜改善センター 三種町保健センター

定　員 各会場 20名（先着順となります）

内　容

①調理実習・試食／午前 10時～午後１時
　「健康はバランスのよい食事から」
　　　　　  ～減塩の工夫について～

講 師　管理栄養士　　　田中　美樹 先生　　
②みそ汁塩分測定 ･健康相談 ･休憩／午後１時～午後１時 30分　　
③運　動／午後１時 30分～午後２時 30分
　「無理なく楽しく体を動かすために」
　　　　　  ～運動の必要性とその効果を知ろう～

講 師　健康運動指導士　小野寺　拓也 先生　

持ち物 みそ汁等の汁物（ご家庭のみそ汁の塩分測定を希望される方は、100ml
程度ご持参ください）、エプロン、ズック、水分補給の水かお茶

【栄養と運動編】

参加費用
無　料

平成28年1月 16



お金に関する何でも相談会 こころの相談会

実  施  日 1月23日（土） 1月25日（月）
会　   場 八竜改善センター

相 談 時 間 ・午後 1時～ 1 名　　・午後 2時～ 1 名
・午後 3時～ 1 名　　・午後 4時～ 1 名

申込み方法 ※原則　予約制ですが、当日のお申込みでも結構です。
　当日の場合は順番によりお待ちいただく場合があります。

予   約  
問い合わせ先 三種町保健センター（☎ 83－5555　FAX 83－3857）

秋田なまはげの会　相談アドバイザー 臨床心理士　　成　田　ひとみ 氏
（秋田県臨床心理士会理事・臨床動作士）

・借金や債務のこと
・相続の事
・年金の事
・生活苦
・労働問題
・成年後見制度　　など

成田さんは母子支援ハウス心理相談員、スクールカウ
ンセラー、３歳児健診スタッフとしてもご活躍されて
います。
・悩みや、お話をお聞きします
・本人でなくてもご家族がおいでになっても結構です
・大人に限らずお子さんのこともご相談ください

※秘密は厳守いたします。

保健センターが開催する１月の無料相談会のお知らせ
～ 悩まずお気軽にご相談ください！専門の相談員がじっくり対応します ～

　

第
２
部
の
パ
ネ
ル
討
論
会
で
は
、
町
で

自
殺
予
防
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
の
代
表   

清
水
愛
子
さ
ん
（
八
竜
ど
う
も
の
会
）
や

津
村
ま
ゆ
み
さ
ん
（
チ
ー
ム
山
本
）
か
ら

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
蜘
蛛
の
糸　

佐
藤
久
男
理
事
長
か

ら
は
町
で
実
施
し
て
い
る
標
語
が
児
童
生

徒
の
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
い
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
ほ
か
行
政
か
ら
は
三
種
町
の

自
殺
の
現
状
や
事
業
報
告
が
あ
り
、
会
場

の
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
感
動
す
る
意
見
や
活

発
な
質
問
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
自
殺

者
「
ゼ
ロ
」
を
今
後
目
指
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
て
、
県
民
講
座
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
市
立
秋
田
総
合
病
院   

内
藤
信
吾
精
神
科
科
長
か
ら
自
殺
の
背
景

や
う
つ
病
に
つ
い
て
の
お
話
、
ま
た
、
秋

田
大
学　

佐
々
木
久
長
先
生
か
ら
は
、
誰

も
自
殺
し
な
い
地
域
を
目
指
し
て
と
題
し

こ
れ
か
ら
の
自
殺
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

こころ通信

こころちゃん　
「
さ
き
が
け
い
の
ち
の
巡
回
県
民
講
座
」
が
12
月

12
日
、
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
民
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
秋
田
魁
新
報
社
の
自
殺
防
止
関
連
事

業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
10
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
事
業
で
す
。
三
種
町
で
の
開
催
が
13
か
所

目
と
な
り
ま
す
。

さ
き
が
け
い
の
ち
の
巡
回
県
民
講
座

三
種
町
で
開
催

〜
い
の
ち
を
支
え
る
地
域
の
力
〜

広報 みたね
mitane town
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年金
だより
年金
だより

◆問い合わせ先　　
  秋 田 年 金 事 務 所　☎018－865－2392　健康推進課国保年金係　☎0185－85－2137　
  琴丘総合支所地域生活係　☎0185－87－3516　山本総合支所地域生活係　☎0185－83－2115

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで
作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気や
ケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方
です。

「若年者納付猶予制度」
　学生でない30歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。

　上記の「学生納付特例制度」、「若年者納付猶予制度」の他に、所得に応じた免除制度があります。

国民年金のポイント

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障され
ます。

老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死
亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」） が受
け取れます。

平成28年1月 18



想

し
て
い
て
、
今
日
で
も
日
本
に
は
家
族

的
関
係
を
善
き
も
の
と
す
る
価
値
観
が

あ
り
ま
す
が
、
１
４
０
年
前
に
既
に
そ

の
本
質
や
問
題
点
を
鋭
く
喝
破
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
第
12
編
「
効
果
的
な
ス

ピ
ー
チ
の
す
す
め
」
で
述
べ
て
い
る
学

者
の
あ
る
べ
き
姿
や
、
国
の
衰
退
を
防

ぐ
た
め
外
国
と
の
比
較
・
検
討
を
疎
か

に
す
る
な
と
い
う
主
張
は
そ
の
ま
ま
現

代
に
も
通
じ
ま
す
。

　

今
回
、
素
晴
ら
し
い
1
冊
と
の
出
会

い
か
ら
思
わ
ぬ
発
見
と
新
し
い
も
の
の

見
方
を
授
か
り
ま
し
た
。
本
書
は
現
代

社
会
に
生
き
る
私
達
に
と
っ
て
示
唆
す

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
遠
か
っ
た

福
沢
諭
吉
と
の
距
離
感
が
一
気
に
縮

ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
す

が
、
今
月
も
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し

下
さ
い
。

　

仕
事
が
ら
統
計
資
料
や
雑
誌
を
読
む

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
本
は
必
要
に
迫

ら
れ
て
、
ま
た
は
持
っ
て
お
け
ば
い
つ

か
役
に
立
つ
と
思
い
衝
動
買
い
し
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
本
に
付
箋
を

つ
け
た
り
黄
色
の
マ
ー
カ
ー
で
線
を
引

き
ま
す
が
、
家
内
か
ら
は
マ
ー
カ
ー
す

る
の
は
本
の
人
格
な
ら
ぬ
〝
本
格
〞
を

傷
つ
け
る
行
為
だ
か
ら
良
く
な
い
と
言

わ
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
借
り
た
本
の
場
合
は
線
を

引
い
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
必
要
な

個
所
は
メ
モ
を
取
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
い
つ
だ
っ
た
か
橋
本
五
郎
文

庫
で
五
郎
さ
ん
が
丹
念
に
書
評
の
た
め

の
メ
モ
を
作
成
し
て
い
る
の
を
見
て
と

て
も
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

万
年
筆
の
イ
ン
ク
は
綺
麗
な
ブ
ル
ー
ブ

ラ
ッ
ク
で
、
真
似
を
し
て
一
時
、
イ
ン

ク
を
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
に
替
え
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
ん
な
本
と
の
出
会
い

の
中
で
最
近
、
面
白
か
っ
た
の
は
福
沢

諭
吉
著　

檜
谷
昭
彦
訳
「
学
問
の
す
ゝ

め
」（
三
笠
書
房
）
で
す
。
冒
頭
「
天

は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
人
の
下
に
人

を
造
ら
ず
」
と
い
う
あ
の
有
名
な
一
節

が
出
て
き
ま
す
。
昔
、
学
生
時
代
に
文

語
体
の
岩
波
文
庫
を
買
っ
て
読
ん
だ
記

憶
が
あ
り
ま
す
が
、
結
局
は
挫
折
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
度
は
現
代
語
訳
で

す
か
ら
ス
ラ
ス
ラ
読
め
ま
す
。
本
の
タ

イ
ト
ル
は
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
で
す
か

ら
い
か
に
も
〝
勉
強
し
な
さ
い
〞
と
い

う
よ
う
な
中
身
か
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
至
っ
て
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
明
治
5

年
の
堂
々
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
し
た
。

　

特
に
面
白
か
っ
た
の
は
第
2
編
「
勉

強
し
な
い
人
ほ
ど
損
な
人
は
い
な
い
」

の
〝
地
頭
と
百
姓
〞、〝
旧
幕
時
代
の
武

士
と
町
民
〞、〝
新
政
府
の
役
人
と
人

民
〞
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
格
差
を
例
に
引

い
て
、
な
ぜ
そ
ん
な
悪
い
習
性
が
起
き

た
か
と
い
う
と
貧
富
強
弱
の
差
を
悪
用

し
、
政
府
が
権
力
の
勢
い
で
弱
い
人
民

の
権
利
を
妨
げ
た
か
ら
で
、
こ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
学
問
に
志
し
、
才
能
と
品

格
を
磨
き
、
政
府
に
対
抗
し
て
同
等
の

資
格
と
地
位
に
立
つ
だ
け
の
実
力
を
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
堂
々
と
説
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

ま
た
、
第
11
編
「
ニ
セ
モ
ノ
紳
士
の

実
態
」
で
は
「
国
、
村
、
政
府
、
会
社

な
ど
す
べ
て
人
間
社
会
と
い
う
の
は
成

人
同
士
の
社
会
で
あ
り
、
他
人
同
士
の

関
係
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
間
関
係
に

実
の
親
子
の
在
り
方
を
は
め
る
こ
と
は

実
に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。」
と
分
析

町
長　

三　

浦　

正　

隆

現
代
語
訳
「
学
問
の
す
ゝ
め
」

広報 みたね
mitane town
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観
光
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利
用
す
る
多
く

の
方
は
、
町
外
か
ら
観
光
に
来
る
方
達
で

す
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
初
め
て
手
に
し
た

と
き
、「
こ
ん
な
所
に
行
っ
て
み
た
い
！
」

「
三
種
町
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
な
ん

て
っ
！
」
と
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
観

光
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
り
、

皆
様
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
者
に
は
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

左
記
の
内
容
で
写
真
や
情
報
を
募
集
し

ま
す
の
で
ド
シ
ド
シ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

三
種
町
の
観
光
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

三
種
町
作
品  

〜
三
つ
の
幸
せ
が
宿
る
場
所
〜

◆応募・問い合わせ先　三種町観光協会事務局　☎85－4830　（三種町役場　商工観光交流課内）
受付期間 　１月４日～３月31日　　　　採用結果発表 　平成28年４月ころ

　

11
月
15
日
、
秋
田
県
児
童
会
館
で
、

秋
田
朝
日
放
送
主
催
に
よ
る
「
第
13
回

ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
審
査
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
制
作
し
た
15
秒
間
の
Ｃ
Ｍ
と

会
場
で
の
Ｃ
Ｍ
紹
介
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
度
を
合
わ
せ
て
競
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

三
種
町
か
ら
は
「
三
つ
の
幸
せ
が
宿

る
場
所
」
と
い
う
作
品
名
で
出
品
し
ま

し
た
。
作
品
の
制
作
に
は
町
内
有
志
の

み
な
さ
ん
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
審

査
会
当
日
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
を
目

指
し
三
種
町
の
Ｐ
Ｒ
を
頑
張
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
入
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
受
賞
作
品
は
２
０
１
６
年

11
月
末
ま
で
年
間
20
本
が
放
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

応　募　内　容

１月：11・20日
２月：12・18・23日
３月：３・21日

　審査会当日は制作に関わった三種町観光協会と
有志のみなさんによる楽しいパフォーマンスで会
場をわかせました。その模様は12月13日の秋田
朝日放送で放送されました。

　幼い子どもに、絵本を読み聞かせる母、絵本を通じ
て、三種に宿る三つの幸せの種が明らかにされます。
　芸術の種、伝統の森岳歌舞伎の様子。
　喜びの種、サンドクラフトで花火を楽しむ家族の姿。
　収穫の種、収穫を迎えた黄金に輝く田園を歩く少女
の姿。
　ここはどこなの？子どもの質問に答える母
　「あなたのふるさと三種町よ」

作品の紹介

❶写　　真　～おすすめの三種町内の風景や建物を～
　応募写真には撮影情報、おすすめポイントなどを記載してください。
　写真サイズ：Ｌ版（89×127 ミリ）縦横問わず。
　　　　　　　電子データの場合は JPEG形式。
　　　　　　　１人何枚でも可。

❷イラスト　～風景、ヒト、動物など～
　用紙サイズ：Ａ４サイズ以下。縦・横問わず。
　　　　　　　データの場合は 10MB以下。
　　　　　　　１人何枚でも可。

❸観光スポット情報
　三種町内のおすすめ観光スポット。
　インターネット上に公開されていない穴場スポット、おすすめの景色、
　おすすめのお店など。（様式自由）

◎応募上の注意
※応募作品は返却できませんので、ご注意ください。
※被写体が人物の場合、本人（被写体）の承諾が必要です。被写体の肖
像権侵害等の責任は、主催者は一切責任を負わないものとします。
※主催者および三種町は、応募作品を複製、表示、掲載、展示、頒布す
る権利を有します。
※採用作品の著作権は主催である三種町観光協会に帰属します。　
★応募方法等の詳細については、三種町観光協会へお問い合わせください。

ＣＭ

１月～３月のＣＭ放送予定日

「
第
13
回
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
審
査
会
」
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◆問い合わせ先　三種町観光協会　☎85－4830
◆申し込み・問い合わせ
　三種町森岳じゅんさいの里活性化協議会事務局　☎85－4830

三種の冬はイベント満載！

ぷるるん♪じゅんさい料理コンクール
私の味！我が家の味がグランプリ

　秋田森岳温泉36ゴルフ場でスノーモービル体験を
しませんか！
　たくさん遊んだあとは、あたたか～い温泉へ
　さあ！三種の冬を満喫しよう♪
　　　１月31日、２月７日・14日（全３回）
 　　　  ・午前の部  10：00～12：00
 　　　  ・午後の部  13：30～15：30

スノーモービル＆クロスカントリースキー
in森岳温泉36ゴルフ場  開催

平成26年度  最優秀賞 
「じゅんさいパイ」

　生産量日本一を誇る三種町の「じゅんさい」を使った料
理レシピを大募集！
　私の味、我が家に伝わる味をご応募いただける「我が家
のじゅんさい料理部門」と、中学生以上の学生などがエン
トリーできる「学生部門」を用意しておりますので、ふるっ
てご応募ください‼

開催
時期

会　　場　秋田森岳温泉36ゴルフ場

集合場所　森岳温泉駐車場
　　　　　　　　（ホテル森山館  奥）
参 加 料　中学生以上　2,000円
　　　　　小学生　　　1,000円

・事前予約制
・料金にはスノーモービルorバナナボート 20分 ２回
分と保険料・森岳温泉入浴券・軽食料金が含まれ
ます。
※追加チケット　500円／１回（小学生250円）

審　査　方　法　
【一次審査】書類選考（結果は後日通知します）
【最終審査】応募者が料理を調理
【最終審査日時】2 月 28 日　13：30 ～
　　　　　　会場：琴丘拠点センターじょもん
【表　　彰】最優秀賞　1点
　　　　　　優 秀 賞　2点（部門各 1点）
【応募方法】申込書を郵送でお申し込みください。
　　　　　　〒 018-2401
　　　　　　三種町鵜川字岩谷子 8

三種町森岳じゅんさいの里活性化
協議会事務局　宛て

書式は任意ですが、下記事項を明記してください。
❶応募者プロフィール
郵便番号、住所、氏名、電話番号、職業、年齢、
メールアドレス
❷エントリー部門
「我が家のじゅんさい料理部門」または「学生
部門」のいずれかを明記
❸応募レシピ（１人前）
レシピ名、材料及び分量、作り方（箇条書き）、
完成写真（２枚以上）

応募受付期間　１月４日～２月15日

応 募 部 門　■我が家のじゅんさい料理部門
　　　　　　　■学生部門（中学生以上）

応 募 条 件

●じゅんさいを使った料理である
こと
●オリジナルレシピであること
　（過去に公開されたレシピでな
いこと）
●最終審査時に会場で調理できる
こと
●一人何点でも応募できます

じゅんさい料理
普及講習会のお知らせ
　三種町特産品「じゅんさい」の新しい調理方法につ
いて、料理講習会を開催します。
　参加費無料、じゅんさ
い料理に興味のある方な
らどなたでも申し込みで
きます。詳しくは三種町
森岳じゅんさいの里活性
化協議会まで問い合わせ
ください。

とき・ところ　１月25日  さくら亭
　　　　　　２月８日  砂丘温泉ゆめろん
　　　　　　２月19日  サンバリオ

募集定員　各回とも10名　

募集期間　１月４日～１月20日
　　　　　　※定員に達し次第、締め切ります。
　　　　　　※先着順とします。

13：30～

広報 みたね
mitane town
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だ
よ
り

東
京
み
た
ね
会
の
み
な
さ
ん
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
東
京
み
た
ね
会

〈vol.1〉

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
よ
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
年
男
で
あ
っ
た
私
に
と
っ

て
、
人
生
の
大
き
な
転
機
と
な
る
一
年

で
し
た
。
東
京
で
の
都
会
生
活
を
卒
業

（
？
）
し
て
三
種
町
へ
移
住
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
拝
命
、
初
め
て
の
単

身
赴
任
生
活
な
ど
激
動
の
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

幸
い
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
様
々
な
面

で
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

無
事
に
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
あ
ら
た
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
ち
ら
で
の
生
活
を
始
め
て
３
か
月

に
な
り
ま
す
が
、
三
種
町
な
ら
で
は
の

自
然
の
豊
か
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

稲
刈
り
時
期
の
稲
穂
の
匂
い
、
空
一
面

の
渡
り
鳥
の
群
れ
、
釜
谷
浜
の
波
音
、

石
倉
山
で
の
落
ち
葉
を
踏
み
し
め
る
感

触
…
い
ず
れ
も
都
会
で
は
味
わ
え
な
い

五
感
へ
の
刺
激
で
す
。
自
然
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
近
所
さ
ん
と
の
お
裾

分
け
、「
お
互
い
様
」
の
心
遣
い
な
ど

都
会
で
は
失
い
か
け
た
、
地
域
で
暮
ら

す
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
強
さ
も
深
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
こ
の
町
で
暮
ら
す
方
に

は
見
慣
れ
た
日
常
の
一
コ
マ
に
す
ぎ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て

は
感
動
、
感
激
の
連
続
で
、
三
種
町
で

暮
ら
せ
る
ご
縁
を
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
し
、
こ
の
気
持
ち
を
い
つ
ま

で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
厳
し
い
寒
さ
を
迎
え
る
季

節
と
な
り
ま
す
が
、
北
国
な
ら
で
は
の

冬
の
生
活
を
楽
し
み
つ
つ
、
暖
か
な
春

の
訪
れ
を
待
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

  

ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
瞬
間

　
　
　
　
　
　

  

東
京
み
た
ね
会　
　

会
長　

近
藤　

誠
貴

　

東
京
み
た
ね
会
は
、
毎
年
11
月
に
開
催

さ
れ
、
２
５
０
〜
３
０
０
名
ほ
ど
が
集
い

ま
す
。
お
互
い
の
再
会
を
喜
び
、
ふ
る
さ

と
談
議
に
花
を
咲
か
せ
、
懐
か
し
い
郷
土

料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
至
福
の
時
を
過
ご

し
ま
す
。
幼
少
時
の
実
体
験
は
、
五
感
に

染
み
つ
い
て
生
涯
に
亘
っ
て
消
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
食
材
は
、
記
憶
を
呼
び
起
こ

す
格
別
な
も
の
で
す
。
今
は
、
飽
食
の
時

代
だ
か
ら
大
概
の
も
の
を
口
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
高
級
料
亭

で
最
高
の
料
理
を
食
し
て
も
、
幼
少
時
に

食
べ
た
母
親
の
料
理
に
は
到
底
か
な
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、「
愛
情
」
と
い
う
無
類

の
隠
し
味
が
効
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

食
材
で
季
節
を
感
じ
る
と
い
う
当
た
り

前
の
こ
と
が
、
都
会
で
は
難
し
い
。
栽
培
、

保
存
技
術
の
進
歩
で
、
季
節
限
定
の
食
材

が
年
中
店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。
地
方
出

身
者
に
と
っ
て
そ
の
季
節
で
し
か
食
べ
ら

れ
な
い
食
材
に
は
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ

る
の
で
す
。

　

そ
の
最
た
る
も
の
は
、「
春
の
山
菜
」、

「
秋
の
き
の
こ
」
に
尽
き
ま
す
。
毎
年
こ

の
季
節
が
訪
れ
る
と
山
梨
や
長
野
の
山
に

出
か
け
、
こ
れ
ら
の
食
材
を
調
達
し
て
く

る
大
切
な
友
が
い
ま
す
。
10
人
ほ
ど
が
集

ま
っ
て
、
思
い
出
話
を
薬
味
に
し
て
そ
れ

を
美
味
し
く
頂
戴
す
る
。
こ
れ
こ
そ
故
郷

を
実
感
で
き
る
最
高
の
瞬
間
な
の
で
す
。

　

こ
う
い
う
体
験
が
で
き
る
そ
も
そ
も
の

き
っ
か
け
は
、東
京
み
た
ね
会
に
参
加
し
、

人
脈
の
サ
ー
ク
ル
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

同
じ
体
験
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
東

京
み
た
ね
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
お

知
り
合
い
に
是
非
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

　
「
東
京
み
た
ね
会
で
は
新
し
い
仲
間
を

募
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
11
月
に
み
ん
な
が
集

ま
っ
て
ふ
る
さ
と
談
議
に
花
を
咲
か
せ
、
懐

か
し
い
郷
土
料
理
を
食
べ
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
す
。

　

三
種
町
出
身
者
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
親
類
縁
者
、
友
人
知
人
な
ど

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

ご
紹
介
し
た
い
方
の
「
ご
芳
名
」、「
ご
住

所
」
を
左
記
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ご
紹
介
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
９
月
に
み
た
ね
会
の
開

催
案
内
状
を
、送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
連
絡
先　

企
画
政
策
課　

企
画
係

　
　

☎ 

８
５
―
４
８
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
５
―
２
１
７
８

クアオルトの仲間と、たんぽ会（石倉山）

今月の担当

市川　聡明
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クアオルトに
よる

いきいきプロ
ジェクト

　クアオルト推進室では、日本クアオルト研究機構による、気候性地形療法をとり入れた健康づくりとなるウオーキング
コースの認定を目指しています。
　同機構のコース調査を受け、改善点の整備を行っています。そのうち、琴丘クアの古道コースでは、クナイプ式の水療
法をとり入れ、水で体の一部を冷やすための湧水を利用した水場や、気候性地形療法のポイントである「冷気と風」をと
り入れるための沼からの風を受ける道、日差しをさけ、また、よりよい景観を眺められる稜線等を新たに整備しました。
　様々な変化があり楽しめるコースとなりましたので、皆さんぜひお越しください。

　琴丘総合体育館から金仏梅公園
に入ると階段があります。

　森風の道にはいくつかの絶景ポイントがあり、梅公園や男
鹿方面のすばらしい景色を眺めることができます。梅公園西
口から逆のルートでウオーキングをすることで、異なる景色
に出会うこともできます。
　新しい道により、高低差が加わり変化に富むコースとなり
ました。

◆問い合わせ先
　企画政策課　クアオルト推進室　☎85－4817

　企画政策課クアオルト推進室に体組成計を設置してい
ます。
　測定により、体脂肪率や推定骨量、筋肉量、体水分量、
基礎代謝量（ＢＭＲ）、内臓脂肪レベル（ＶＦＲ）など
を数値とグラフで確認できます。
　希望者は、氏名・生年月日・身長を登録することで、
次回から測定の結果を履歴で確認することもできます。
　定期的な測定により健康管理の一環として、また、自
分の体の状態を知る機会として、お気軽にご利用くださ
い。
　（測定のため、外部へ機器を持ち出す場合もあります
ので、事前にお問い合わせください。）

　一定の人数により、自治会や各種
団体などへ出向き測定を行います。
　詳しくは、企画政策課クアオル
ト推進室へお問い合わせください。

新しい道が完成しました　～琴丘クアの古道コース～

天空の森 森風の道

場　　所　企画政策課  クアオルト推進室
利用時間　9：00～17：00
　測定は裸足（ストッキング可、タイツ
不可）で行います。
　ペースメーカーを装着の方はご利用で
きません。

体組成計をご利用ください

広告

広報 みたね
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ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
の

提
供
事
業
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

留
意
事
項

　

事
業
者
は
、
お
礼
の
品
の
品
質
等
に
関
し

て
寄
附
者
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、
真

摯
に
解
決
に
努
め
る
も
の
と
し
、
苦
情
内
容

に
つ
い
て
町
に
報
告
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

ま
た
、
補
償
や
ク
レ
ー
ム
対
応
に
つ
い
て
、

町
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

　

次
に
掲
げ
る
事
例
が
あ
っ
た
場
合
、
事
業

者
の
登
録
を
中
止
し
ま
す
。

•
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が

著
し
い
場
合

•
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
表
示
に
偽
り
が
あ
る

場
合

•
商
品
の
発
送
遅
延
が
著
し
い
場
合

◉
参
加
申
し
込
み

　

説
明
会
へ
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

１
月
12
日
ま
で
企
画
政
策
課
企
画
係
へ
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
企
画
係 

☎ 

８
５
―
４
８
１
７

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
５
―
２
１
７
８

開
催
日
時
・
場
所

　
　

１
月
20
日　

14
時
か
ら　

　
　

役
場
本
庁
第
１
会
議
室

事
業
者
の
要
件

●
三
種
町
に
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
業
拠
点

を
有
す
る
こ
と

●
継
続
し
て
２
年
以
上
の
事
業
実
績
を
有
す
る

こ
と

●
三
種
町
内
で
栽
培
、
製
造
、
加
工
、
サ
ー
ビ

ス
等
が
な
さ
れ
て
い
る
商
品
を
提
供
で
き
る

こ
と

●
住
民
税
の
申
告
が
な
さ
れ
、
か
つ
滞
納
が
な

い
こ
と

●
代
表
者
・
役
員
等
が
、
暴
力
団
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３

年
法
律
第
77
号
）
に
掲
げ
る
暴
力
団
の
構
成

員
で
な
い
こ
と

事
業
者
・
商
品
の
選
考
方
法

　

申
請
内
容
や
事
業
活
動
等
を
総
合
的
に
判

断
し
て
決
定
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
三
種
町
へ
の
寄
附
促
進
と
地
元
特
産
品
等
の

Ｐ
Ｒ
・
販
売
促
進
等
と
の
相
乗
効
果
を
図
る
た
め
、ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
方

へ
の
お
礼
の
品
を
提
供
す
る
新
規
事
業
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
規
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

町
内
企
業
の
現
状
や
、
業
界
の
動
向

に
つ
い
て
異
業
種
で
交
流
し
、
マ
ッ
チ

ン
グ
に
よ
る
新
た
な
事
業
展
開
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

と　
　

き　

 

１
月
26
日 

16
時
開
会

と
こ
ろ　

 

砂
丘
温
泉　

ゆ
め
ろ
ん

内　
　

容

＊
各
企
業
の
紹
介

＊
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　

   

佐　

瀬　

道　

則 

氏 

　
　
　

 　
（
Ｍ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）

＊
交
流
会
（
参
加
費
５
０
０
０
円
）

参
加
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
企
業
名
・

職
名
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
希
望
す
る
企
業
は
、
１
月

15
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
交
流
課　

商
工
係

　

☎ 

８
５
―
４
８
３
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
５
―
２
１
７
８

　

三
種
町
商
工
会 

　

☎ 

８
３
―
３
０
１
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
３
―
３
０
１
４

三
種
町
企
業
異
業
種

交
流
会
の
お
知
ら
せ

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

医療法人　秋田愛心会

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

本年も宜しくお願い申し上げます
平成28年 元旦

本年も宜しくお願い申し上げます
平成28年 元旦

（診療所棟スタッフ）（診療所棟スタッフ）

広告
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広告

【
対　
　

象
】　

　

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
員
約
20
名
）

【
日　
　

時
】　

１
月
22
日　

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時
頃
ま
で

【
内　
　

容
】　　

　

①『
男
鹿
視
察
研
修
』

　

②『
新
年
会
』 

漁
師
旅
館　

親
栄
館

　
　

昼
食
と
交
流
会

【
集
合
場
所
】　

　

三
種
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
10
時
出
発
し
ま
す
。
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

送
迎
の
必
要
な
方
は
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】　

１
月
15
日
ま
で

【
そ
の
他
】　　

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

入
浴
は
出
来
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
課　

☎
８
３
―
４
８
６
１

家族介護者交流会
「スマイルの会」

■
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

・
注
油
や
移
し
替
え
の
際

は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

こ
と

・
残
油
量
は
常
に
確
認
し
て

お
く
こ
と

・
万
が
一
流
出
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
消
防
署
、

警
察
、
町
、
保
健
所
等
に

通
報
す
る
こ
と

■
ガ
ス
ボ
ン
ベ

・
緊
急
時
に
容
器
バ
ル
ブ
を

閉
止
で
き
る
よ
う
に
、
ガ

ス
設
備
周
り
の
通
路
を
除

雪
に
よ
り
確
保
し
て
お
く

こ
と

■
共　

通

・
配
管
の
損
傷
防
止
や
タ
ン

ク
・
ボ
ン
ベ
の
転
倒
防
止

を
図
る
こ
と

・
雪
下
ろ
し
の
際
は
隣
家
の

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
ガ
ス
設

備
に
も
注
意
す
る
こ
と

・
屋
根
か
ら
の
落
雪
が
あ
っ

た
時
は
一
度
確
認
す
る
こ

と 　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
降
雪
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
屋

根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
の
転
倒
、
配
管
の
損
傷
に
よ
る
危
険
物
・
ガ
ス
漏

え
い
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
事
項
に
注
意
し
、
降
雪
期
に
お
け
る
雪
害
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

落
雪
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ

  

油
流
出
事
故
に
ご
注
意
を

消防署から
お知らせ注

意
事
項

◆問い合わせ先
　三種消防署
　危険物担当
　三三三三種種種消種消種消防署防署署署署防防
　危危危危危険険険物物物担担担担当当当

☎85－3100

広報 みたね
mitane town
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▲フミさんの好きな食べ物は「ご飯」

12
月
18
日
、
希
望
苑
で

長
寿
祝
金
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
た
の
は
、
上
岩
川
の

工
藤
フ
ミ
さ
ん
で
す
。
フ

ミ
さ
ん
は
、
大
正
4
年
12

月
18
日
、
上
小
阿
仁
村
に

生
ま
れ
、
若
い
時
分
に
結

婚
し
、
上
岩
川
へ
嫁
ぎ
ま

し
た
。
女
の
子
を
授
か

り
、
一
生
懸
命
農
業
を
し

な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
ま

し
た
。

　

農
閑
期
に
は
、
夫
の
出

稼
ぎ
に
子
ど
も
を
連
れ
親

子
3
人
、
神
奈
川
県
で
暮

ら
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
現
在
は
希
望
苑
で
暮

ら
し
、
職
員
の
こ
と
を
心

配
し
て
く
れ
る
と
て
も
優

し
い
方
で
会
話
の
中
に
も

冗
談
も
交
え
、
周
り
を
和

ま
せ
て
く
れ
る
笑
顔
が
素

敵
な
方
で
す
。
車
椅
子
の

生
活
で
す
が
、「
歩
き
た

い
」と
い
う
希
望
が
あ
り
、

職
員
と
一
緒
に
歩
く
練
習

を
し
、
短
い
距
離
で
も
足

が
一
歩
で
も
二
歩
で
も
出

た
時
に
は
み
ん
な
で
大
喜

び
し
て
い
ま
す
。

工
藤
フ
ミ
さ
ん
、

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
！

長
寿
祝
金
贈
呈
式

ふ
る
さ
と
談
議
に
花
咲
く

北
海
道
み
た
ね
会

▲懐かしきふるさと…、愛おしきふるさと…。

11
月
22
日
、
第
2
回
北
海
道
み
た
ね
会
の

総
会
が
、
札
幌
市
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
み
た
ね
会
は
、
昨
年
琴
丘
地
域
と

八
竜
地
域
の
2
組
織
を
一
本
化
、
山
本
地
域

の
出
身
者
を
合
わ
せ
、
現
在
約
70
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
町
関
係
者
を
合
わ

せ
て
、
34
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
26
年
度
事
業
・
収
支
決

算
を
報
告
し
た
他
、
今
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
が
承
認
さ
れ
、
議
事
終
了
後
の
懇
親

会
で
は
、
日
本
舞
踊
や
出
席
者
有
志
に
よ
る

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の

話
題
で
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
、
故
郷
の
三

種
町
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
来
年
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

11
月
30
日
、
役
場

で
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝

金
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者

は
、
長
内
伸
人
さ

ん
・
幸
子
さ
ん
夫
婦

（
鵜
川
）
の
お
子
さ

ん
で
７
月
９
日
に
生

ま
れ
た
鈴り

ん

ち
ゃ
ん
で

す
。

　
「
健
康
で
周
り
を

な
ご
ま
せ
る
子
に
」

育
っ
て
欲
し
い
な

ど
、
我
が
子
の
成
長

へ
の
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。鈴ちゃん

赤ちゃん誕生祝金贈呈式
　　三種の大切な宝
　　　　～健やかな成長を～
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11
月
21
日
、
産
直
施
設
「
グ

リ
ー
ン
ぴ
あ
」
に
「
加
工
販
売

の
お
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

地
元
の
食
材
で
作
ら
れ
る
メ

ニ
ュ
ー
は
、
豪
華
な
５
０
０
円

弁
当
（
味
噌
汁
付
）
や
味
噌
つ

け
タ
ン
ポ
、
キ
モ
う
ま
い
？
ド

ジ
ョ
ウ
の
唐
揚
げ
な
ど
を
加
工

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
同
月
30
日
に
は
、

「
じ
ゅ
ん
さ
い
の
館
」
の
敷
地
内

に
も
「
加
工
所
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

地
元
食
材
を
存
分
に
活
用
し

た
お
で
ん
や
お
に
ぎ
り
弁
当
な

ど
を
加
工
販
売
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
施
設
で
も
三
種
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
丹
精
込
め
て

作
る
た
め
、
安
心
、
安
全
な
メ

ニ
ュ
ー
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値

段
で
、
提
供
し
て
い
ま
す
！

　

み
な
さ
ん
是
非
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　

12
月
6
日
、
秋
田
建
築
労
働
組

合
三
種
支
部
青
年
部
（
西
村
昭
悟

部
長
）
が
八
竜
幼
稚
園
を
訪
れ
、

保
育
室
の
掲
示
板
と
ス
テ
ー
ジ
壁

板
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
教
育

施
設
の
環
境
の
美
化
に
貢
献
し
よ

う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
八
竜
幼
稚
園
で
の
活
動
は
、

園
児
の
作
品
な
ど
を
飾
る
掲
示
板

が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
か
ん

な
を
使
っ
て
丁
寧
に
仕
上
げ
た
新

し
い
板
を
貼
り
付
け
た
り
、ス
テ
ー

ジ
の
壁
面
に
板
を
貼
っ
た
り
し
て
、

見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
に
改
修
さ
れ

ま
し
た
。

▲沢山の手作りタオルを寄贈！

▲日頃の感謝の気持ちを込めて…

　

12
月
9
日
、
釜
谷
か
も
め
会
（
牧
野
ト

ミ
会
長
）
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
幸

苑
を
訪
れ
、
手
作
り
タ
オ
ル
約
１
０
０
０

枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
入
所
者
の
た
め
に

使
用
し
て
欲
し
い
と
の
思
い
で
企
画
し
、
同

女
性
部
会
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
な
ど

か
ら
布
や
タ
オ
ル
を
持
ち
寄
り
使
い
や
す

い
大
き
さ
に
裁
断
し
て
、
作
り
あ
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
同
月
15
日
に
は
、
浜
口
小
学
校

に
も
手
作
り
タ
オ
ル
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

牧
野
会
長
さ
ん
は
、「
今
後
も
地
域
に
役

立
つ
よ
う
続
け
て
行
き
た
い
！
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
広
が
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輪
！

▲あったかおでんおいしいよ～（じゅんさいの館）

心
も
ほ
っ
と
に
！
あ
っ
た
か
料
理

　
　
　

加
工
販
売
の
お
店
オ
ー
プ
ン
！

釜
谷
か
も
め
会
「
手
作
り
タ
オ
ル
寄
贈
」

▲テープカットでオープン！（グリーンぴあ）

秋田建築労働組合三種支部　
ボランティア活動に汗

mitane town topics

広がれ! ボランティアの輪!

広報 みたね
mitane town
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生涯学 習通信 1 月号

　地域の方がたによる学校支援活動内容が特に優れているとし
て、金岡小学校学校支援地域本部の活動が、文部科学大臣表彰
を受賞しました。
　ふるさと先生によるクラブ活動や登校時の見守り隊活動など
が高く評価されました。おめでとうございます。

12
月
12
日
、
琴
丘
地
域
拠
点
セ

ン
タ
ー
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ニ
ッ
ク
先
生

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
に
英
語
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
当
日
は
町
内
の
50
人
が

参
加
。
ニ
ッ
ク
先
生
の
ほ
か
県
内

Ａ
Ｌ
Ｔ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
協
力
の
も
と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

リ
レ
ー
を
し
た
り
ク
リ
ス
マ
ス
映

画
を
鑑
賞
し
た
り
し
て
、
存
分
に

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　

三
種
町
体
育
協
会
（
田
中

忠
夫
会
長
）
主
催
の
ラ
ジ
オ

体
操
講
習
会
が
、
11
月
28
日

（
土
）
に
山
本
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
全

国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
指
導
委

員
の
桜
田
敬
子
さ
ん
と
田
村

恵
美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

約
70
人
の
町
民
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

講
習
会
で
は
ラ
ジ
オ
体
操

の
理
論
と
効
果
を
学
び
、
正

し
い
姿
勢
や
基
本
に
忠
実
な

体
操
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

髙
橋
さ
ん
、
近
藤
さ
ん

12
月
10
日
、「
よ
う
こ
そ
先
輩
〜
三
種
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
が

琴
丘
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
社
会
人
を
講
師
に
迎
え
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
招
か
れ
た
の
は
（
株
）
明

治
の
管
理
栄
養
士
・
髙
橋
亜
未

さ
ん
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
近
藤

真
理
子
さ
ん
。
近
藤
さ
ん
の
父

親
が
鹿
渡
出
身
で
、「
食
べ
る
か

ら
強
く
な
れ
る　

ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
食
事
学
」
と
題
し
て
町
内

中
学
生
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

祝
地域学校支援活動

　 文部科学大臣表彰

ＡＬＴクリスマスイベント♪

ラ
ジ
オ
体
操
Ｄ
Ｅ
健
康
タ
ウ
ン

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

Merry
　Christmas

よ
う
こ
そ
先
輩

中央：地域コーディネーターの櫻井昇さん
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● 教育委員会
　 総務学事課 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習課 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 生涯学習課 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

検
査
日
時
：
平
成
27
年
12
月
８
日　

午
前
11
時

検
査
場
：
能
代
西
高
校 

品　
　

目
：
大
根

産　
　

地
：
三
種
町

使
用
調
理
場
名
：
三
種
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

セ
シ
ウ
ム 

１
３
４
：
測
定
下
限
値
未
満 

セ
シ
ウ
ム 

１
３
７
：
測
定
下
限
値
未
満 

※
測
定
下
限
＝
10
ベ
ク
ト
ル

　

三
種
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
安
全
な
給
食
を

子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

給
食
食
材
放
射
性
物
質

検
査
結
果

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
に
町
内

の
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
へ
ラ

ン
ド
セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す
。

新
１
年
生
に

　

ラ
ン
ド
セ
ル
を

　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

　

町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た

方
々
を
毎
年
表
彰
し
て
お
り

ま
す
。

　

表
彰
に
は
基
準
が
あ
り
、

町
内
小
中
学
校
、
高
校
、
町

内
の
関
係
団
体
等
へ
は
該
当

者
の
推
薦
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
把
握
し
き
れ
な
い

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
方
が
お
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
８
７
―
２
１
１
３

スポーツ・文化栄誉賞表彰
推薦のお願い

「みんなが元気！心ふれあう公民館」

小
中
学
校
の
今
後
の
あ

り
方
に
係
る
意
向
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

開
催
日　

平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

　

会　
　

場　

山
本
公
民
館

　

特
別
企
画　

コ
ー
ル
や
ま
も
と
30
周
年

　
　
　
　
　
　

記
念
コ
ー
ナ
ー

　

公
民
館
利
用
者
等
に
よ
る
作
品
の
展
示

や
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
盛
り
沢
山
で
す
！

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

山
本
公
民
館　

☎
８
３
―
２
３
５
４

第５回  山本公民館まつり
テーマ

　

全
世
帯
を
対
象
に
し
た
意
向
調
査
を
行
い

ま
す
。
平
成
28
年
１
月
中
旬
に
全
戸
配
布
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 

回
収
方
法

・
保
育
園
・
小
中
学
校
へ
の
提
出

・
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
役
場
本
庁
、

各
総
合
支
所
や
お
近
く
の
役
場
職
員
へ
の

提
出

・
返
信
用
封
筒
に
よ
る
郵
送

　
（
切
手
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

総
務
学
事
課

　

☎
８
７
―
２
１
１
５

昨年の様子

広報 みたね
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インフォメーションお
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
（
陶
芸
教

室
・
歌
謡
教
室
）
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
陶
芸
教
室
（
初
心
者
向
け
）

　

１
月
19
日　

10
時
〜
15
時

●
歌
謡
教
室

　

１
月
23
日　

13
時
〜
16
時

※
１
月
の
休
館
日

　

１
、
２
、
３
、
４
、

　

12
、
18
、
25
日

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

Ａ
タ
ー
ン
就
職
面
接
会
の

お
知
ら
せ

　

秋
田
県
で
は
、
県
外
に
在
住

し
、
秋
田
県
内
で
の
就
職
を
希

望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
「
Ａ

タ
ー
ン
就
職
面
接
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

●
と　

き　

　

１
月
23
日　

13
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ　

　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
東
京
都

　

中
野
区
中
野
４
―
１
―
１
）

●
対　

象

　

県
外
在
住
で
秋
田
県
内
で
の

就
職
を
希
望
す
る
Ａ
タ
ー
ン
希

望
者

問
い
合
わ
せ
先
…
Ａ
タ
ー
ン
プ

ラ
ザ
秋
田
（
秋
田
県
東
京
事
務

所
・
☎
０
１
２
０
―
１
２
２
―

２
５
５
）

就
職
未
内
定
の
学
生
、
生

徒
及
び
保
護
者
の
み
な
さ

ま
へ

　

秋
田
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
県
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

は
、
28
年
３
月
末
ま
で
の
期
間

中
、
学
生
、
生
徒
及
び
保
護
者

の
方
を
対
象
と
し
た
「
未
内
定

者
へ
の
集
中
支
援
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

期
間
中
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

「
学
卒
集
中
支
援
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
支
援
内
容
】

　

求
人
情
報
の
提
供
・
応
募
書

類
の
添
削
指
導
・
面
接
指
導
・

個
別
求
人
開
拓　

等

問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
能
代

（
☎
５
４
―
７
３
１
１
）

法
務
局
市
民
講
座

　

法
務
局
で
は
住
民
の
み
な
さ

ん
を
対
象
と
し
た
講
座
を
次
の

日
程
で
開
設
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
・
テ
ー
マ

・
１
月
22
日　

　

相
続
と
遺
言
に
つ
い
て

・
２
月
17
日

　

知
っ
て
お
き
た
い
相
続
登
記

●
会　

場

　

能
代
法
務
合
同
庁
舎

●
時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

●
募
集
人
数　

各
回
15
名
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
地
方
法
務
局
能
代
市
局

（
☎
５
４
―
４
１
１
１
）

も
う
チ
ェ
ッ
ク
し
た
？

秋
田
県
の
最
低
賃
金

　

１
時
間
あ
た
り

　
　
　
　
　

６
９
５
円

　

秋
田
県
内
す
べ
て
の
産
業
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
未
満
の
労
働
契
約

は
無
効
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

秋
田
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
１
８
―
８
８
３
―
４
２
６
６
）

能
代
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
５
２
―
６
１
５
１
）

老
後
の
備
え
は
大
丈
夫
で

す
か

国
民
年
金
基
金
が
お
手
伝

い
し
ま
す

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
上
積
み
年
金
と
し
て

給
付
を
行
う
、
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。
掛
金
全
額
が
「
社
会

保
険
料
控
除
」
に
な
る
ほ
か
、

税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
る
大
変

有
利
な
制
度
で
す
。
１
月
上
旬

に
加
入
対
象
者
あ
て
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

だ
れ
に
で
も
必
ず
訪
れ
る
、

「
老
後
」
の
備
え
と
し
て
、
詳

し
い
資
料
を
ご
覧
に
な
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
国
民

年
金
基
金

（
☎
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２
）

ど
ぶ
ろ
く
サ
ミ
ッ
ト
in
能
代

　

米
ど
こ
ろ
秋
田
の
ど
ぶ
ろ
く

が
勢
揃
い
！
ど
う
ぞ
ご
賞
味
を

●
と　

き　

１
月
29
日
〜
30
日

●
と
こ
ろ

　

湯
ら
く
の
宿
の
し
ろ

●
参
加
費

　

４
０
０
０
円

　
　
　
　
（
募
集　

１
０
０
名
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
里
山
酒
造
（
野
村
良
子
）

（
☎
５
８
―
５
３
４
４
）

※
宿
泊
希
望
の
方
は
直
接
「
湯

ら
く
の
宿
の
し
ろ
」
ま
で
申
し

込
み
下
さ
い
。

広告
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自
動
車
事
故
対
策
機
構

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
（
ナ
ス
バ
）
で

は
自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
後

遺
障
害
者
の
方
へ
の「
介
護
料
」

の
支
給
、
自
動
車
事
故
被
害
者

の
方
へ
の
「
交
通
遺
児
育
成
資

金
」
の
無
利
子
貸
付
、（
０
歳

か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど

も
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
損

事
故
・
他
損
事
故
を
問
い
ま
せ

ん
。
詳
し
い
こ
と
は
自
動
車
事

故
対
策
機
構
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
独
立
行
政
法

人
自
動
車
事
故
対
策
機
構　

秋

田
支
所

（
☎
０
１
８
―
８
６
３
―
５
８
７
５
）

財
務
省
東
北
財
務
局

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　

財
政
・
経
済
・
金
融
・
国
有

財
産
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
職
場

研
修
や
町
内
会
な
ど
の
地
域
グ

ル
ー
プ
の
勉
強
会
な
ど
に
、
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。

　

講
演
料
、
交
通
費
等
の
費
用

は
一
切
不
要
で
す
。　

【
テ
ー
マ
例
】

・
考
え
て
み
よ
う
日
本
の
財
政

・
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

・
秋
田
県
の
経
済
に
つ
い
て

・
金
融
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
に

・
私
た
ち
の
街
の
身
近
な
国
有

財
産　
　
　
　
　
　
　

な
ど

問
い
合
わ
せ
先
…
東
北
財
務
局

秋
田
財
務
事
務
所　

総
務
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
４
１
９
１
）

平
成
27
年
度

第
２
回
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

●
内　

容

　

求
人
事
業
所
と
の
個
別
面

談
・
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
各

種
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
秋
田
会
場
の
み
）
な
ど

●
対　

象

　

求
職
者
、
福
祉
の
仕
事
に
関

心
の
あ
る
方
・
職
員
採
用
を
予

定
す
る
求
人
事
業
所

●
開
催
日
程

【
秋
田
会
場
】

●
と　

き　

２
月
６
日　

　
　
　
　
　

13
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ

　

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ

【
横
手
会
場
】

●
と　

き　

２
月
20
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

サ
ン
サ
ン
横
手

●
申
込
方
法

・
求
職
者
の
方
は
事
前
申
し
込

み
不
要
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
求
人
事
業
所

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
期
間
１
月
６
日
〜
15

日
ま
で
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
…

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

地

域
・
施
設
振
興
部　

人
材
研

修
・
施
設
経
営
振
興
担
当

（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２
８
８
０
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
―
８
６
４
―
２
８
７
７
）

平
成
28
・
29
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
有

林
の
管
理
・
運
営
に
み
な
さ
ん

の
声
を
役
立
て
て
い
く
た
め
、

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
募
集
期
間　

１
月
29
日
ま
で

　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

●
募
集
人
員　

48
名
程
度

●
任　
　

期　

２
年
間

　
（
平
成
28
年
４
月
〜

平
成
30
年
３
月
）

●
内　
　

容

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
現

地
見
学
会
・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

会
議
へ
の
出
席
な
ど

　

応
募
資
格
、
応
募
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.rin
ya
.

m
a
ff.g
o
.jp
/to
h
o
ku
/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
東
北
森
林
管

理
局  

企
画
調
整
課  

林
政
推

進
係

（
☎
０
１
８
―
８
３
６
―
２
２
２
８
）

秋
田
大
学

「
お
酒
と
上
手
に
つ
き
あ

う
講
座
」

　

本
当
は
、
体
の
た
め
に
お
酒

を
減
ら
し
た
い
。
で
も
、
自
信

が
な
い
…

　

そ
ん
な
あ
な
た
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

●
開
講
日
時

・
第
１
コ
ー
ス
（
１
月
27
日
・

２
月
４
、
17
日
）
か
第
２

コ
ー
ス
（
２
月
18
日
・
３
月

２
、
16
日
）

●
開
催
時
間　

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
内　

容

　

ミ
ニ
講
話
と
語
ら
い

●
参
加
費
等　

無
料
で
す
。

　

で
き
る
だ
け
１
コ
ー
ス
３
日

間
参
加
で
き
る
方　

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
附
属
地
域

包
括
ケ
ア
・
介
護
予
防
研
修
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
１
８
―
８
８
４

―
６
５
０
８　

担
当　

熊
澤)

今からできる！
お酒との新しい
つきあい方

株式
会社ジェイエイ山本葬祭センター年中

無休
24時間
受付 総合案内

一度ご入会いただくとその世帯の
会員資格は永久に継続されます。

入会金は一家族（一団体）
10,000円（税込）のみ

みどりの会会員募集中

見学・相談などお気軽にお問い合わせください。三種町鵜川字北本田178

クオーレみたね 検 索広告
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町の人口と世帯数
●人　口 17,810人 （-27）
　 【男】 8,226人   （-17）
　 【女】 9,584人   （-10）
●世帯数 6,979戸   （- 6）
※平成27年11月末現在、（  ）内前月比

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 金 元日
2 土
3 日

4 月 消防出初式（式典　10：00～　琴丘総合体育館）
役場仕事始め

5 火 健康相談・じょもんコーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）

6 水 メロンキッズひろば「お正月お楽しみ会」（浜口保育園　10：00～11：00）
浜口保育園開放日「お正月お楽しみ会」　

7 木 書き初め大会（山本ふるさと文化館　13：00～）
8 金 健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）
9 土 北緯40度中学校バスケットボール交流大会（琴丘総合体育館、山本体育館　9：30～）～10日
10 日
11 月 成人の日

12 火 わくわくひろば「お正月遊びをしよう！」（琴丘保育園　9：30～11：30）
１歳６か月児健診（保健センター）

13 水 メロンキッズひろば「お正月あそびをしよう」（八竜改善センター　9：30～11：30）
14 木 ドラえもんひろば「保育園であそびましょう！」（森岳保育園　9：30～11：30）
15 金 鵜川保育園開放日「誕生会を楽しもう」
16 土
17 日
18 月

19 火
行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）
わくわくひろば「保育園の先生と遊ぼう」（琴丘保育園　9：30～11：30）
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）

20 水 がん患者の集い（保健センター　13：30～16：00）
メロンキッズひろば「おもちゃであそぼう」（八竜改善センター　9：30～11：30）

21 木 ドラえもんひろば「保育園であそびましょう！」（森岳保育園　9：30～11：30）

22 金 ７か月児相談（保健センター）
八竜幼稚園開放日「一緒に遊ぼう♪」

23 土 お金に関する何でも相談会（八竜改善センター　13：00～16：00）
24 日

25 月
教育委員会定例会（琴丘地域拠点センター　14：00～）
じゅんさい料理普及講習会（さくら亭　13：30～）
こころの相談会（八竜改善センター　13：00～16：00）
健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）

26 火 わくわくひろば「作ってみよう（鬼のお面とます作り）」（琴丘保育園　9：30～11：30）
27 水 メロンキッズひろば「鬼のお面作り」（八竜改善センター　9：30～11：30）

28 木
乳児健診（保健センター）
健康相談・おしゃべりサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）
ドラえもんひろば「オニのお面をつくりましょう！」（森岳保育園　9：30～11：30）

29 金 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）
30 土
31 日

編集後記
　息をつくのも忘れるほど、壮絶な戦い
だった。果敢に攻め、最後まで相手を倒
しＫＯでの勝利に向かっていった結果
の敗戦。８Ｒまでは三浦選手が優勢の
ジャッジであっただけに、衝撃的な敗戦
となった。しかし、その勇敢な戦いぶり
が三浦選手の評価を不変とした。

　次戦は、バルガスとの再戦を個人的に
強く望んでいるが、どこでどんな相手と
どんな試合が待ち受けているのか…。こ
れまで以上に楽しみでならない。鍛え上
げた筋肉量が増し、減量のきつさが更に
増していることだろうが、三浦選手が不
屈の闘志で再び世界王者にはい上がるこ
とを信じている。　　　　　　　　  （公）

1月
行事予定
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